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蒸散量が正確に測定できる教材の開発
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さ :225mm),④塩化ビニールチューブ (商品名 :Hi
-Softアクアリュ-ムホース,(秩)貝沼産業,内径:4
孤 ,外径:6mm,長さ:300m ),⑤シリコンチュー
ブの 4種類 (内径 :1m ,外径 :2mm,長 さ :
1000mm),(内 径 :2mm,外 径 :3mm,長 さ :
30m ),(内径:3mm,外径:5mm,長さ:30mm),
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図9 シリコンチューブを使用した葉1枚の蒸散量の正確な測定
アジサイの葉1枚の蒸散量を,一定時間測定した｡次に,その葉の表の気孔を塞いで (aの箇所),蒸散
量を測定した｡さらに,その表および裏の気孔を共に塞いで (bの箇所),蒸散量を測定した｡その葉面
積は0.009m2で,測定中の室温は28,5℃であったoなお,気孔を塞ぐ材料としては白色ワセリンを使用し
た｡この測定は,異なる葉を用いて他に2回行われ,それらすべてがこれとほぼ同じ結果であった｡
(3) 蒸散量の正確な測定
上記2(2)⑤に記載されたように,内径の大きさの順
に1本につなぎ合わせたシリコンチューブを使用し
て,蒸散量の測定装置を組み立てた｡なお,気孔を塞
ぐために,白色ワセリンを用いた｡葉の表の気孔を塞
いで蒸散量を測定し,次に,その表および裏の気孔を
共に塞いでその量を測定し,最後に,葉をすべて取り
除いて測定すると,その度ごとに蒸散量が減少してい
く様子を確認できた (図8)｡ このようにすれば,一つ
のアジサイの枝だけを使用して,正確に蒸散量が測定
できることが確かめられた｡さらに,1枚の葉の葉柄
をシリコンチューブに接続しても,同様に3段階の蒸
散量の変化が観察できた (図9)｡ところで,葉に白色
ワセリンを塗った時,一時的に蒸散量が増えてしまう
現象も捉えられ (図8),これを何度繰り返しても同様
な現象が観察された｡これは,葉に白色ワセリンが塗
られたことによる,アジサイの枝全体の生理的なスト
レス反応と考えられる｡
一つのアジサイの枝を使用した結果の図8におい
て,葉に白色ワセリンを塗る前の1分間葉面積当たり
の蒸散量は平均694J上1/mZ/分で,葉の表の気孔を塞
いだ場合のその蒸散量は平均447FLl/mZ/分で,葉の
表および裏の気孔を共に塞いだ場合のその蒸散量は平
均170Ll/m2/分で,葉をすべて取り除いた場合のそ
の蒸散量は平均3lil/m2/分であった.
1枚の葉を使用した結果の図9において,葉に白色
ワセリンを塗る前の1分間葉面積当たりの蒸散量は平
均965Ll/m2/分で,葉の表の気孔を塞いだ場合のそ
の蒸散量は平均715Ll/mZ/分で,葉の表および裏の
気孔を共に塞いだ場合のその蒸散量は平均363Ll/
m2/分であった｡
(4) 蒸散の植物生理学的な研究課題
上記(3)に記載されたように,内径の大きさの順に1
本につなぎ合わせたシリコンチューブを使用すれば,
蒸散量を正確に測定できる｡そこで,チューブ内の水
に各種植物ホルモンや成長調節物質を含ませれば,秦
散に及ぼすこれらの物質の影響を調べることができ
る｡この結果が,すでに知られている気孔の開閉に及
ぼすこれらの物質の影響10)と異なれば,気孔の開閉条
件を除いた蒸散のみの生理反応を捉えることができる
であろう｡
4.まとめ
一つのアジサイの枝を,水の入ったガラス管,スト
ロー,パスツールピペット,塩化ビニールチューブ,
またはシリコンチューブにそれぞれ差し込んで,蒸散
の実験を行った｡蒸散量の正確な測定,リアルタイム
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での観察,安全性,価格等から,内径1-5mmのシ
リコンチューブをつなぎ合わせて使用するのが最も適
していると分かった｡また,気孔を塞ぐ材料として
は,葉への塗りやすさから,白色ワセリンまたは障子
のりを使用するのが適していた｡
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